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2011年≪新寺子屋≫ 実施要領

講座：1.はじめて触れる、能と世阿弥の世界
2.茶道の聖典『南方録』入門

※各コースカリキュラム・詳細は別表参照。

日程：2011年10月～2012年3月(月一回・全6回コース)

原則として、毎月第三土曜日

場所：新橋 生涯教育センター バルーン

※教室は当日1Fロビー掲示板にてご確認ください。
定員：各コース15名
受講料：各コース 3回分／6,000円、6回分／11,000円

※受講料は初回受講時にお納めください。

※講座プリント・資料代等を含みます。岩波文庫等、副読本は各自任意でお求め下さい。

申込み：下記に必要項目をもれなくご記入の上、9月20日(火)までに、FAX(044-844-2744)または、
メール(info@nobunsha.jp)にて、能文社あてお申し込みください。
9月下旬頃、改めまして当社より「開講のご案内」をお送りします。

2011年10月期 寺子屋 受講申込書

1.申込講座名
※いずれかに○印をつける。

2.ご氏名

3.ご住所

4.お電話番号(FAX)

5.メールアドレス

6.連絡欄
※ご要望、ご質問等ありました
らご記入ください。

1. はじめて触れる、能と世阿弥の世界 2. 茶道の聖典『南方録』入門

〒

TEL. FAX.

@

※FAX申し込みの場合は、この用紙をそのまま送信してください。メールの場合は、件名に「寺子屋申込」と記入、本文に上の1.～6.をご記
入の上送信してください。



≪新寺子屋 講座カリキュラム≫

■講座1：はじめて触れる、能と世阿弥の世界
毎月第三土曜日 13:00～14:30

古典の精緻、日本美の結晶。でも、高尚で難解なもの…と思われてきた能狂言。実は昔、私たちの先祖がとて
も楽しみにした演劇＋コンサートなのです。

簡単なルールを知るだけで、俄然と面白さがわかる。知れば知るほど奥深い世界が広がる、不思議な芸能

です。世阿弥と能の歴史、実技や用語のやさしい解説、具体的な舞台鑑賞ポイント等を初心者の目線に立っ

て、一つずつ丁寧にご案内していきます。ビデオ学習あり。10月から始まる6ヶ月講座。
◆DVD、ビデオなど、能を実感し理解する実践講義。
◆能の出典である古典名作も読みます。

◆日本の文化、芸術に興味のあるすべての方に。

第一回 10/15：能の歴史と舞台の秘密。基本知識１
第二回 11/19：能役者と演技・能の物語。基本知識２
第三回 12/17：世阿弥と『風姿花伝』
第四回 1/21：能の実技1。謡・舞・囃子(ビデオ)
第五回 2/18：能の実技2。構成・演能様式・見どころ(ビデオ)
第六回 3/17：能の名曲紹介『隅田川』(ビデオ)

・参考文献・・・・受講生が任意で購入するもの
『現代語訳 風姿花伝』PHPエディターズグループ 2005
『能楽ハンドブック』三省堂 2008
各流儀謡本『隅田川』

■講座2：茶道の聖典『南方録』入門
毎月第三土曜日 15:00～16:30

『南方録』は茶道の聖典とよばれる利休関連茶書の中の頂点とされる名著。

利休の高弟南坊宗啓が聞書きし、利休が奥書・印可を加えたといわれます。当講座では、南方録「覚書」「台

子」など全編から、名段落を選んで受講生とともに音読。利休茶の骨法を茶人のエピソード等も交えながら、初
級者向けにくわしくやさしく解説していきます。中世茶道史を身近に学ぶ入門講座です。10月から始まる6ヶ月
講座。

第一回 10/15：「覚書」侘びと茶の湯
第二回 11/19：「棚」秘伝の紹鴎袋棚
第三回 12/17：「書院」東山文化と茶
第四回 1/21：「台子」利休伝授の切紙集
第五回 2/18：「墨引」幻の茶法“曲尺割り”
第六回 3/17：「滅後」蘇る利休の茶

・参考文献・・・・受講生が任意で購入するもの

『南方録』西山松之助校注 1995 岩波文庫
『南方録 現代語全文完訳』水野聡訳 2006 能文社


